
（社）国土緑化推進機構 国際森林年記念『緑のボランティア活動 助成セミナー2011』

－ 地域における“間伐材利用”の仕組みづくりのアイデアや手法を学ぶ －

森林NPOによる『間伐材利用コーディネーター養成研修』

開催要項
【開催日程】 平成2３年３月11日（金）～13日（日）

【開催場所】 東京都中央区 『浜離宮朝日ホール』 ・ 『晴海グランドホテル』

◆参加対象 ～こんな方に、おススメです～

① 「緑の募金事業・特定公募事業」等を活用して、間伐材利用の“仕組みづくり”を取り組んでいる森林ＮＰＯのスタッフ

② 間伐材利用の“仕組みづくり”に向けて、「緑の募金事業・特定公募事業」等の申請をご検討中の森林ＮＰＯスタッフ

③ 森林ＮＰＯと協働で間伐材利用の“仕組みづくり”を取り組んでいる行政・企業・大学等の関係者

（注） 本研修は、地域の多様な主体との協働により、間伐材利用の“仕組みづくり”を手掛ける森林ＮＰＯ等の「コーディネー

ター」を養成することを目的とした研修となります。間伐等の施業・作業方法や、間伐材の搬出方法等の現場作業に必

要な知識・技術を習得にご関心をお持ちの方は、別途を研修等を開催しておりますので、そちらにご参加下さい。

◆研修内容 ～こんなプログラムをご用意いたします～

① 森林ＮＰＯによる“間伐材利用”のコーディネートに必要となる実践的な“アイデア”“ノウハウ”を紹介

（森林ＮＰＯが「プラットフォーム」となって多様な主体の参画を促進することで、間伐材等の流通や利用を実現しているス
キームの仕組みや仕掛け等について、現場の実践に埋め込まれた多様なアイデアやノウハウを総合的に学びます。）

② 所属団体による“間伐材利用”のコーディネートに向けた“課題の整理”や“ビジョン・プラン”づくり

（森林ＮＰＯの特色を活かしつつ、地域の多様な主体の“強み”を活かしあいながら、間伐材利用を促進していく“仕掛けづ
くり”に向けて、所属団体や地域が直面している課題と可能性を整理して、今後の「ビジョン・プランづくり」を行います。）

③ 間伐材利用の“仕組みづくり”に向けて、実践団体同士の情報交換や“よろず相談”

（間伐材利用の“仕組みづくり”に向けては、地域の事情が異なる他地域の事例を参考にしつつも、自地域の実情に踏ま
えて弾力的にカスタマイズすることが必要です。そこで、実践団体や助成団体との実践的な「よろず相談」や、同じ志を
持つ全国の森林NPO等との相互の情報交換・ネットワークづくりを行います。）

※ 「緑のボランティア活動報告会」では、代表的な助成対象団体による活動事例報告・交流会等も行います。

主催：社団法人国土緑化推進機構

○ 平成 23 年は「国際森林年」を迎える中で、国際社会における「持続可能な森林管理・利用」への要請は

ますます高まりをみせています。特に、我が国においては間伐材等の地域材利用の必要性を社会一般に浸

透・定着させていくとともに、多様な主体が参画を得た新たな利用の仕組みづくりが要請されています。 

○ こうした中、森林 NPO が農山村（生産者）から都市（需要家・消費者）まで多様な主体をつなぐ「プ

ラットフォーム」となることで、間伐材等の新たな流通の繋ぎ手として機能している取組が、全国各地で

芽生えつつあります。さらに、間伐材等の流通時には地域通貨を活用することで、農山村社会への新たな

“資金”及び“人の関わり”の循環を創出し、地域活性化に貢献する取組も芽生えつつあります。 

○ そこで、これらの NPO の特性を活かして、NPO が中心となった新たな間伐材等の流通の仕組みづくり

について総合的に学ぶとともに、実践的な取組を展開している団体間の“顔の見えるネットワークづく

り”に向けて、「間伐材利用コーディネーター養成研修」を開催します。 

《開催趣旨》 

【ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ】 ３月 11 日(金)「緑のボランティア活動 助成プログラム説明会・相談会」、「緑のボランティア

活動報告会」のみへのご参加の方は、別途募集要項をご覧ください。（国土緑化推進機構WEB 参照） 



 
 実 施 概 要  

◆開催場所  『浜離宮朝日ホール』（東京都中央区築地5-3-2 朝日新聞社新館2 階）    【３月11 日（金）】 

（都営大江戸線「築地市場駅」A2出口すぐ。日比谷線「築地」駅等より徒歩約8分。） 

『晴海グランドホテル』（東京都中央区晴海3-8-1）           【３月12日（土）～13日(日）】 

（地下鉄大江戸線「勝どき」駅Ａ３出口より徒歩７分） 

◆宿泊施設  『晴海グランドホテル』（12 日・13 日の研修会場と同一）（宿泊部屋は、相部屋となります。） 

◆ 集 合   ３月11 日（金） 13：30 『浜離宮朝日』（小ホール） 

◆ 解 散   ３月13 日(日） 12：30 『晴海グランドホテル』 

◆募集人数  30名（応募者多数の場合は、先着順とします。なお、11日(金)の定員は180名となります。） 

◆参 加 費  無料（但し、宿泊費・食費・懇親会費等の実費は自己負担。詳細は、参加申込書参照） 

◆申込方法  「参加申込書」に必要事項をご記入の上、下記申込先まで、E-mailまたはFAX・郵送にて

お申込先までお申込ください。（できるだけ E-mail でお申込下さい。様式は、当機構

ホームページ（http://www.green.or.jp）よりダウンロードして下さい） 

◆申込締切  平成23 年２月18 日（金） 必着 

 

 各日程のプログラムの特色・ポイントと講師 （一部予定）  
 

◆１日目［３月11日（金）］              ※ 『緑のボランティア活動報告会2011』への参加となります。 

 

 

 
 
 

○ 基調報告「農山村再生に向けて、新ステージを迎える森林ＮＰＯ 

～都市と農山村の多様な主体の参画・協働を促進するプラットフォームとして」 

山本 信次（山本 信次（岩手大学農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 准教授） 

１日目 

午後 

○ 第１部「新たなパートナーシップによる間伐材利用の仕組みづくり」 

事例報告①「(NPO) 賀路おやじの会」（「木の宿場」と「組手什」で生み出す間伐材の流通） 

事例報告②「国際環境NGO FoE JAPAN」（ベンチ等の「森のプレゼント」事業による間伐材利用） 

事例報告③「(財)オイスカ山梨県支部」（間伐材による土留めと間伐材利用ネットワークづくり） 

○ 第２部「森林づくりへの参加者層の裾野を拡げる新たなパートナーシップ」 

事例報告④「森と洋服のプロジェクト実行委員会」（都市部ショップと連携した若者の森づくり） 

事例報告⑤「いいやまブナの森倶楽部」（福祉等の他分野の参加を促す森づくり） 

事例報告⑥「(NPO)NAFA子育て環境支援センター」（森林.緑.水への繋がりを深める「木育」の普及啓発運動） 

夜 
○ 交流会 

※ 交流会終了後に、宿泊施設の送迎バスで研修生全員が同時に移動します。 

◆２日目［３月12日（土）］  

 

 

 

 

 

   

○ 森林 NPO・ボランティア団体による農山村地域の再生に貢献する森づくりの新たな潮流と今後の展望を

有識者による基調講演を行い、平成22年度の助成対象団体の活動報告・ディスカッションを行います。 

○ 報告会の後、森林NPO等（事業実施団体）と企業等（緑の募金協力者）との「交流会」を開催します。 

○ 全国的に拡まりつつある森林 NPO・ボランティア団体による間伐材利用を取り巻く状況について、参加

者同士の活動報告等により情報共有するとともに、ワークショップにより直面する課題を整理します。 

○ 間伐材等の利用促進に向けて、森林 NPO・ボランティア団体が｢プラットフォーム｣となり、地域の多様

な団体との協働を通して新たな流通・市場を創出している“仕掛け”の実践活動をご報告頂きます。 

○ その上で、参加者同士のワークショップを通して、発表事例から学びとれる森林 NPO・ボランティア団

体等による間伐材等の利用の仕組み・体制づくりのポイントを整理して、今後の可能性を検討します。 



２日目 

午前 

○オリエンテーション（研修の目的等の共有） 

○ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ①：「参加者の自己紹介・団体紹介 および 各団体が抱える課題の共有」 

○話題提供①：「「間伐及び間伐材利用の促進事業（緑の募金）」助成対象団体の傾向」 

社団法人国土緑化推進機構 

○ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ②：「間伐材等の利用の仕組みづくりに向けた所属団体の現状と課題の整理」 

２日目 

午後 

《セッション１》「事例に学ぶ、“針葉樹間伐材”の利用の仕組み・体制づくり」 

○事例報告①：「「木の宿場」と「組手什」で生み出す間伐材の流通」（(NPO)賀路おやじの会） 

○事例報告②：「ベンチ等の「森のプレゼント」事業による間伐材利用」（国際環境NGO FoE JAPAN） 

○事例報告③：「“森のつみ木広場”と“木-net”による間伐材利用」（(財)オイスカ） 

○事例報告④：「福祉施設・大学生協との連携による間伐材割り箸」（(NPO)JUON(樹恩)NETWORK） 

○ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ③：「事例から学ぶ、間伐材利用に向けた仕組み・体制のヒント」 

《セッション２》「事例に学ぶ、“広葉樹材”の利用の仕組み・体制づくり」 

○事例報告⑤：「道の駅・WEB・会員ネットワークを活かした薪炭流通」（(NPO)里山倶楽部） 

○事例報告⑥：「都市農山村交流と一体となった地域通貨活用型の薪流通」（(NPO)川崎町の資源をいかす会） 

○事例報告⑦：「新炭の普及啓発とユーザーのネットワーク化による薪炭流通」（薪く炭くKYOTO） 

○ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ④：「事例から学ぶ、広葉樹材利用に向けた仕組み・体制のヒント」 

夜 
○ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ⑤：「間伐材等の利用の仕組み・体制づくりに向けたヒントの整理」 

○情報交換会 

◆３日目［３月13日（日）］  

 

 

 
 
 

３日目 

午前 

○ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ⑥：「多様な主体等との連携・協働による、間伐材等の利用の“仕組み・体制づく

り”に 向けたビジョン・プランづくり」（グループワーク・個人ワーク） 

○個別相談 ：「実践団体のアイデア・ノウハウの移転に向けた“よろず相談”」 

「「緑の募金・特定公募事業」の促進に向けた“よろず相談”」 

○発表：「今後の間伐材等の利用促進に向けた“仕掛けづくり”のビジョン・プラン」 

○ふりかえり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 間伐材等の利用の“仕掛けづくり”に向けて、テーマや課題毎にグループに分かれて、各団体の課題解

決および今後の発展的なビジョン・プランづくりにむけたワークショップを行います。 

○ 参加者同士の情報交換を通した学習に加えて、実践団体や国土緑化推進機構事務局等により、間伐材等

の利用促進 及び 効果的な助成金の活用に向けて、個別的な「よろず相談」等も行います。 

○ 「緑の募金」助成事業の公募期間は、毎年５月１日～６月 15 日としておりましたが、(社)国土緑化推進

機構の公益社団法人への移行に伴い事業年度が変更となり、２月15日～３月31日（事業期間は７月～翌

年６月）となります。詳しくは、ホームページ（http://www.green.or.jp/bokin/）をご覧ください。 

《予告》 平成23年度から 「緑の募金」助成事業の公募期間が 2月15日～3月31日となります。 

○助成プログラム説明会 

《緑の募金事業》「一般公募事業（緑化推進・森林整備・国際緑化）」、 

「特定公募事業（間伐及び間伐材の利用促進事業／災害に強い森林づくり事業）」 

《森林基金事業》「緑と水の森林基金 公募事業（普及啓発・調査研究・活動基盤整備・国際交流）」 

「緑と水の森林基金 学校環境緑化モデル事業」 

○助成プログラム個別相談会 

《Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ》 『緑のボランティア活動助成プログラム説明会・個別相談会』を開催します。 

（【日時】 ３月11日（金） 10:30～12:30（本研修初日・午前中） 【場所】 本研修と同会場） 



 
 お申込先 ・ お問合せ  

◆本事業全般に関するお問合せ先◆ 

社団法人国土緑化推進機構 募金部 ［担当：秋元・志水］、政策企画部 ［担当：木俣］ 

TEL：03-3262-8451  FAX：03-3264-3974  E-mail：bokin@green.or.jp  

◆申込・宿泊等に関するお問合せ先◆ 

㈱エス．ピー．ファーム ［担当：大和田・海老根］ 

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町2-1-4  KT 小川町ビル４階 
TEL：03-5283-6531    FAX：03-5281-5501    E-mail：s.p.farm5@nifty.com 

 

＜（社）国土緑化推進機構『緑のボランティア活動 助成セミナー2011』＞ 

森林NPOによる『間伐材利用コーディネーター養成研修』 参加申込書  

ふりがな  

氏 名  

性 

別 
男･

女 

生年月日 19   年   月   日 

所 属  役職名  

住 所 
〒 

 

電 話  ＦＡＸ  E-mail  

※ 参加する日程に○を付けて下さい。なお、森林NPOによる『間伐材利用コーディネーター養成研修』は、「緑のボランティ

ア報告会」（11日）を含むため、12～13日のみの部分参加はできません。 

［   ］（11日午前）『緑のボランティア活動助成プログラム説明会・個別相談会』＜無料＞ 

［ ○ ］（11日午後）『間伐材利用ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成研修（1日目）』＜無料＞ 

※『緑のボランティア活動報告会2011』と同時開催となります。 

［ ○ ］（11日 夜 ）『緑のボランティア活動報告会2011 交流会』＜1.000円（一部自己負担）＞  

            ※ 交流会（夕食を兼ねる）終了後に、宿泊施設への送迎バスが出発します。 

参加日程 

［ ○ ］（12～13日）『間伐材利用ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成研修（2～3日目）』 
＜11日(宿泊)・12日(朝食・昼食・夕食・宿泊)・13日(朝食)の２泊４食等 ￥19,000（実費）＞ 

※ 研修室利用と宿泊が一体となっているため、参加者は全員「晴海グランドホテル」への宿泊となります。 

※ 前泊（10日宿泊）を希望する場合は、以下にご記入ください。チェックインは15：00以降、ご自身で行っていただきます。 

※ 宿泊室は原則的に相部屋となります。部屋数に限りはありますが、シングルを希望する場合は、調整致します。 

（宿泊費は割増となります。（自己負担）） 

［   ］（10日宿泊） チェックイン [  ：  ]頃  ＜１泊１食（11日朝食）付き￥7,718（実費）＞  

           ※11日の会場は『浜離宮朝日ホール』となりますので、移動が必要となります。 

［ ○ ］（11・12日宿泊） ＜２泊４食（11日宿泊・12日朝食・昼食・夕食、宿泊 13日朝食）等  ￥19,000（実費）＞ 

宿泊 

［   ］（シングル希望） ＜掛かり増し分の経費（実費）は自己負担となります。（2泊分￥6,720増）＞ 

※ 平成22年度に所属団体が行っている間伐材等の利用の“仕組みづくり”に係る取り組みをご書き下さい。 
間伐材等 

利用実績 
 

 

※ 平成22年度に所属団体が受けている間伐材等の利用に係る助成事業があれば、「事業名」をお書き下さい。 
助成事業 

実績 
 

 

その他 
 

 
 


